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に
よ
る

感
染
症
が
拡
大
す
る
中
で
、
百
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
感
染
症
の
世
界
的
大
流
行
）で
あ
る
「 

ス
ペ
イ
ン
・イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
「 

ス
ペ
イ
ン
・イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
」
と
は
、
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
〇
年
に
、

世
界
各
国
で
極
め
て
多
く
の
死
者
を
出
し
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
俗
称
で
す
。
こ
の
稿
で
は
、

市
史
編
さ
ん
の
調
査
活
動
の
中
で
発
見
し
た
、
百
年
前

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
禍
に
あ
っ
た
地
域
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

「 

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
は
、
「 

ス
ペ
イ
ン
風
邪
」

「 

悪
性
感
冒
（
か
ん
ぼ
う
）
」
「 
世
界
か
ぜ
」
な
ど
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
当
時
の
内
務
省
衛
生
局

が
使
用
し
た
、
「 

流
行
性
感
冒
」と
記
し
ま
す
。 

 

感
冒
は
列
車
に
乗
っ
て 

千
葉
県
に
お
け
る
流
行
性

感
冒
の
発
生
期
を
伝
え
て
い
る
の
は
、
「 

恐
し
い
西
班

牙
感
冒(

ス
パ
ニ
ツ
シ
ユ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ)

」
と
い
う
見
出
し

の
次
の
記
事
で
す
。
「 

恐
し
い
西
班
牙
感
冒 

千
葉
町

に
も
猛
威
を
振
ふ 

中
学
も
女
学
校
も
芸
者
達
も
」
と

千
葉
町
で
感
染
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

木
更
津
駅
は
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
八
月
二
一

日
に
、
房
総
線
（現
在
の
Ｊ
Ｒ
内
房
線
）
の
蘇
我
―
木
更

津
間
の
開
通
に
と
も
な
い
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年

の
十
二
月
に
は
県
営
軽
便
鉄
道
久
留
里
線
（
現
在
の
Ｊ

Ｒ
久
留
里
線
）
も
開
通
し
ま
し
た
。
房
総
線
の
開
通
に

よ
り
、
千
葉
に
は
約
一
時
間
半
、
東
京
へ
は
お
よ
そ
三

時
間
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
大
正
八
年
一
月

に
は
北
条
（
館
山
）
に
至
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
木
更

津
駅
は
君
津
郡
の
要
駅
と
し
て
、
乗
降
客
数
は
年
を
お

っ
て
増
加
し
、
大
正
七
年
の
駅
利
用
者
は
、
乗
車
二
二

万
四
一
四
三
人
、
降
車
二
一
万
九
五
二
九
人
、
計
四
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四
万
三
六
七
二
人
と
一
日
平
均
に
す
る
と
約
千
二
百

人
が
乗
降
し
て
い
ま
し
た
（
『 

千
葉
県
統
計
書
』
大
正

七
年
第
五
編
）
。
今
の
よ
う
な
自
動
改
札
で
は
な
く
、

駅
員
と
利
用
客
が
直
に
対
面
す
る
改
札
で
あ
り
、
既
に

流
行
性
感
冒
が
「 

猖
獗
（
し
ょ
う
け
つ
）
を
極
め
つ
ゝ
あ

る
」
千
葉
・
東
京
方
面
か
ら
の
乗
降
客
に
よ
っ
て
、
木
更

津
の
駅
員
が
い
ち
早
く
罹
患
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

さ
れ
ま
す
。 

「 

西
部
か
ら
東
南
へ 

侵
入
し
た
県
下
の
世
界
か
ぜ

更
に
蔓
延
す
」
（
大
七
・
十
・
三
十
）
で
は
、
「 

目
下
各
地

に
猖
獗
を
極
め
つ
ゝ
あ
る
世
界
感
冒
に
就
き
…
之
が
病

毒
の
侵
入
伝
播
の
状
況
に
就
き
当
局
は
語
る
『 

先
づ

本
県
東
葛
飾
郡
其
他
停
車
場
所
在
の
市
街
地
に
侵
入

し
今
や
市
街
地
よ
り
村
落
に
侵
入
し
つ
ゝ
あ
り
』
」
（
同
）

と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
冒
は
鉄
路
を
伝
わ
り
県
下

に
拡
大
し
、
こ
の
地
域
に
も
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

罹
患
者
一
〇
万 

新
聞
は
こ
の
後
連
日
の
よ
う
に
、

県
下
に
お
け
る
流
行
性
感
冒
の
拡
大
を
伝
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

「 

世
界
か
ぜ
益
猛
威
を
揮
ふ 

軍
隊
も
学
校
も
役
所

も
病
院
も 

至
る
所
に
患
者
を
出
す
」
（
大
七
・
十
・
二

九
）
、
「 

世
界
か
ぜ
益
蔓
延 

何
日
に
な
っ
た
ら
終
熄

す
る
の
か
」
（
大
七
・
十
・
三
一
）
、
「 

三
万
五
千
を
数
ふ 

県
下
到
る
處
（
と
こ
ろ
）
に
世
界
か
ぜ
の
患
者 

諸
校
相

次
い
で
休
校
す
」
（
大
七
・十
一
・
三
）
、
「 

五
万
余
に
及

ば
ん 

医
師
も
病
ん
で
診
察
さ
れ
ず 

県
庁
は
又
て
ん

手
古
舞
ひ
」
（
大
七
・
十
一
・
六
）
等
々
。
そ
し
て
、
「 

警

察
署
を
襲
ふ
た
世
界
か
ぜ 

罹
病
警
官
万
に
及
ば
ん
」

（大
七
・十
一
・八
）と
題
し
た
記
事
で
、
初
め
て
県
下
各

地
の
感
染
者
数
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
「 

世
界
感

冒
は
益
猖
獗
を
極
め
つ
ゝ
あ
り
七
日
県
衛
生
課
に
報

告
あ
り
た
る
各
警
察
署
管
内
の
罹
病
者
は
…
▲
木
更

津
署
三
百
四
名
▲
湊
分
署
六
百
八
十
五
名
▲
合
計

九
千
八
百
八
十
四
名
」（
同
）に
よ
る
と
、
十
一
月
初
旬

の
君
津
郡
の
罹
患
者
は
千
名
近
く
に
達
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
「 

世
界
か
ぜ
の
罹
病
者
数
十
万
余
に
及
ぶ
」

（
大
七
・
十
一
・
二
十
）
で
は
、
「 

本
県
に
於
け
る
流
行

性
感
冒
の
罹
病
者
数
は
十
九
日
県
衛
生
課
に
於
て
発

表
し
た
る
が
総
数
十
五
万
二
百
六
十
一
名
に
し
て
内

死
亡
者
数
四
百
十
一
名
に
達
せ
り
其
の
各
郡
別
左
の

如
し
」
と
し
て
、
君
津
郡
の
罹
病
者
数
は
一
万
五
七
七

一
人
、
死
亡
者
数
二
七
人
と
し
て
い
ま
す
。 

十
一
月
末
に
な
る
と
、
「 

世
界
か
ぜ
や
つ
と
終
熄
か 

廿
日
ま
で
の
調
査
」と
の
見
出
し
で
、
「 

県
下
に
於
け
る

悪
性
感
冒
は
終
熄
期
に
近
つ
け
り
廿
六
日
県
衛
生
課

よ
り
発
表
さ
れ
た
る
去
る
十
六
日
よ
り
廿
日
ま
で
の
調

査
に
よ
れ
ば
新
患
者
数
は
三
万
六
百
五
十
四
名
死
亡

者
二
百
卅
三
名
、
本
年
初
発
以
来
の
患
者
数
は
十
八

万
二
千
五
百
四
十
一
名
、
同
死
亡
者
六
百
四
十
六
名

に
し
て
人
口
百
に
対
す
る
罹
病
者
は
二
・
〇
九
、
死
亡

率
は
〇
・
三
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
れ
り
」
と
し
、
君
津

郡
は
新
患
者
が
一
九
三
五
人
、
死
亡
者
一
八
と
報
じ

て
い
ま
す
（大
七
・
十
一
・二
八
）。 

感
冒
に
襲
わ
れ
た
商
家 

こ
の
年
十
月
か
ら
流
行
し

始
め
十
一
月
に
は
猖
獗
を
極
め
た
こ
の
流
行
性
感
冒
に
、

家
族
が
罹
患
し
悲
惨
を
極
め
た
こ
と
が
書
か
れ
た
日

記
が
残
っ
て
い
ま
す
。
桜
井
の
雑
貨
商
家
に
残
さ
れ
て
い

た
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和
の
戦
後
期
ま
で
書
き
続
け
ら

れ
た
個
人
日
記
で
す
。
本
人
と
家
族
が
罹
患
し
た
大

正
七(

一
九
一
八)

年
の
日
記
の
表
紙
に
は
「 

年
末
病

災
號
」と
の
書
き
込
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「 

十
一
月
六
日
、
朝
曇
南
風
也
正
午
頃
南
風
止
マ
ル

…
頭
痛
ス
、
早
く
寝
ニ
就
ク
」と
の
風
邪
の
予
兆
が
書
か

れ
、
翌
日
の
「 

十
一
月
七
日
、
曇
、
風
邪
臥
床
ス
、
流

行
性
感
冒
」
か
ら
、
流
行
性
感
冒
の
闘
病
記
録
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
十
一
月
八
日
に
は
本
人
と
妻
そ
し
て
子

供
二
人
の
「 

四
人
風
邪
…
夜
安
藤
医
来
タ
ル
」と
あ
り

ま
す
。
「 

十
一
月
九
日
…
四
人
風
邪
ノ
處
（
娘
は
）
例

ノ
ナ
キ
下
痢
ナ
リ
」「 

十
一
月
十
日
…
余
本
日
快
起
床

ス
、
（
息
子
）
快
シ
外
出
ス
、
（
娘
）
下
痢
ニ
困
ル
心
痛
ス
」

と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
実
家
で
も
二
人
が
罹
患

し
、
さ
ら
に
雇
人
も
罹
患
し
自
宅
へ帰
し
て
い
ま
す
。
特

日記「年末病災號」 
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に
娘
の
症
状
が
悪
化
し
、
「 

十
一
月
十
一
日
…
（
娘
は
）

本
日
ハ
昨
日
ヨ
リ
下
痢
幾
分
遠
ザ
カ
リ
シ
様
ナ
レ
ド
、
本

日
ニ
テ
四
日
間
絶
食
ト
発
熱
ト
せ
き
出
ヅ
爲
メ
ニ
衰
弱

シ
」
、
煎
じ
た
漢
方
を
「 

冷
シ
サ
ト
ウ
混
じ
少
量
与
ヘ
」

た
が
、
血
便
が
あ
っ
た
た
め
「 

夜
安
藤
医
来
タ
ル
診
察

ス
…
直
ニ
腸
洗
浄
ヲ
ナ
シ
タ
リ
」
と
書
い
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
続
け
て
、
「
世
界
風
邪
去
月
来
ヨ
リ
京
浜
各

地
千
葉
木
更
津
ニ
流
行
セ
シ
モ
昨
今
ハ
当
地
盛
ニ
流
行

シ
各
家
共
患
者
数
名
づ
ゝ
ア
リ
宅
ニ
テ
ハ
ア
ト
（
息
子
）ト

（
娘
）
ナ
リ
、
后
而
（
娘
）
ハ
余
病
ノ
爲
メ
長
シ
」
と
記
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
十
一
月
二
四
日
に
は
、
「 
世
界
風
邪

日
本
中
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
名
称
ノ
如
ク
世
界
中
ナ
リ
ト
コ
ノ

タ
メ
余
ニ
病
ニ
カ
ゝ
ル
モ
ノ
多
シ
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
妻

と
子
供
の
病
状
は
回
復
せ
ず
、
全
快
し
て
床
上
げ
を
し

た
の
は
年
末
で
し
た
。 

益
々
猖
獗
の
兆 

新
聞
に
は
「 

県
下
に
於
け
る
悪

性
感
冒
は
終
熄
期
に
近
つ
け
り
」
（
大
七
・
十
一
・二
八
）

と
の
見
出
し
が
打
た
れ
、
十
二
月
に
入
る
と
一
旦
小
康

状
態
を
得
た
か
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
が

明
け
、
冬
が
本
格
化
す
る
と
と
も
に
、
流
行
性
感
冒
は

再
び
拡
大
し
ま
す
。
「 

悪
性
風
邪 

益
々
猖
獗
の
兆
」

と
の
見
出
し
の
記
事
で
は
、
「 

本
県
に
於
け
る
悪
性
感

冒
患
者
数
は
初
発
以
来
二
十
八
万
二
千
八
百
七
十
二

名
に
し
て
内
死
亡
者
二
千
五
百
二
十
四
名
な
る
が
本

日
一
日
よ
り
十
三
日
迄
に
至
る
新
患
者
及
び
死
亡
者

の
郡
別
は
左
の
如
し
」
と
し
て
、
君
津
郡
は
新
患
者
が

一
二
七
九
名
、
死
亡
は
三
八
名
と
報
じ
て
い
ま
す
（
大

正
八
・二
・十
四
）。 

こ
う
し
た
報
道
で
は
、
「 

猖
獗
（
こ
の
上
も
な
く
勢
い

が
さ
か
ん
で
荒
れ
狂
う
の
意
）」と
い
う
言
葉
が
多
用
さ

れ
ま
し
た
。
「 

感
冒
猖
獗 

五
日
間
の
調
査
」
で
は
、

「 

県
下
悪
性
感
冒
患
者
は
初
発
以
の
累
計
廿
九
万
千

九
百
七
十
五
名
に
し
て
再
患
者
三
千
二
百
七
十
六
名

あ
り
此
の
内
死
亡
者
二
千
八
百
六
十
六
名
を
出
し
た

る
が
去
る
十
五
日
よ
り
廿
日
迄
五
日
間
の
最
近
各
郡

別
新
患
者
死
亡
者
数
左
の
如
し
」
と
し
て
、
君
津
郡
の

新
患
者
七
一
六
名
、
死
亡
は
二
三
名
出
た
と
し
て
い
ま

す
（大
八
・
二
・二
一
）。 

内
務
省
衛
生
局
編
『 

流
行
性
感
冒
』で
は
、
「 

各
府

県
に
於
て
調
査
し
た
る
流
行
期
間
、
患
者
死
者
総
数

を
各
流
行
別
に
比
較
す
れ
ば
左
の
如
し
」
と
し
て
、
流

行
期
間
を
三
回
に
分
類
し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
回
は

大
正
七
年
八
月
か
ら
八
年
七
月
ま
で
と
し
、
こ
の
間
の

患
者
二
一
一
六
万
八
三
九
八
名
、
死
者
二
五
万
七
三

六
三
名
で
、
患
者
百
に
対
す
る
死
者
の
割
合
を
一
・
二

二
と
ま
と
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
内
務
省
衛
生
局
に
よ
る
調
査
の
元
は
、
各
道
府

県
か
ら
の
調
査
報
告
で
す
。
千
葉
県
文
書
館
に
残
さ

れ
て
い
る
数
少
な
い
流
行
性
感
冒
の
文
書
の
一
つ
が
、

千
葉
郡
教
育
会
『 

大
正
六
・
七
・
八
年
郡
長
会
議
事

項
下
』
に
綴
ら
れ
て
い
た
、
「 

流
行
性
感
冒
患
者
及
死

亡
者
数
調
査
表
」
（
自
大
正
七
年
十
月
流
行
初
期 

至

大
正
八
年
五
月
五
日
）
で
す
。
そ
の
調
査
表
で
は
、
君

津
郡
と
千
葉
県
の
数
値
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

金
田
小
休
校
の
記
録 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

と
っ
て
格
好
の
標
的
に
な
っ
た
の
は
、
集
団
生
活
を
す
る

軍
隊
や
学
校
で
し
た
。
君
津
郡
に
お
け
る
学
校
で
の
集

団
感
染
と
休
校
を
最
初
に
報
じ
た
の
は
、
「 

金
田
小
学

校
は
遂
に
休
校 

罹
病
者
四
百
余
名
に
及
ぶ
」
（大
七
・

十
・三
十
）で
す
。
そ
の
間
の
事
情
を
記
録
し
た
『 

大
正

七
年
度
日
記 

金
田
尋
常
高
等
小
学
校
』が
、
金
田
小

学
校
に
残
っ
て
い
ま
す
。 
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世
界
か
ぜ
に
呪
は
れ
た
学
校 

ま
た
、
昨
年
閉
校
し

た
富
岡
小
学
校
の
沿
革
史
に
も
、
「 (

大
正
七
年)

十

一
月
十
二
日
、
三
日
間
臨
時
休
業
ス
」
（
『 

自
明
治
六

年
度 

至
昭
和
四
十
三
年
度
沿
革
史
富
岡
小
学
校
』
）

と
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

学
校
関
係
の
新
聞
記
事
を
追
っ
て
み
ま
す
。 

「 

世
界
か
ぜ
益
蔓
延 

何
日
に
な
っ
た
ら
終
熄
す
る

の
か
」
の
記
事
で
は
、
「 

▲
君
津
郡 

中
学
に
廿
一
名
、

女
学
校
に
七
名
金
田
村
尋
高
小
学
校
は
休
校
し
巌
根

村
小
学
校
は
卅
日
に
至
り
約
三
百
名
欠
席
せ
り
木
更

津
小
学
校
は
廿
九
日
、
欠
席
生
徒
二
百
余
名
な
り
し

が
卅
日
に
至
り
稍
減
少
せ
り
清
川
村
（
長
）
須
賀
西
尋

常
小
学
校
に
て
は
百
九
十
余
名
ト
（
大
七
・
十
・
三
一
）

と
報
じ
て
い
ま
す
。 
ま
た
、
「 

世
界
か
ぜ
に
呪
は
れ
た

小
学
校
」
と
題
し
た
記
事
で
は
、
「 

凄
じ
き
魔
の
感
冒 

小
学
児
童
の
大
半
は
罹
患
し 
犠
牲
者
の
悲
報
洊
り
に

飛
来
す
、
県
下
に
於
け
る
世
界
感
冒
は
益
猛
烈
を
極

め
罹
病
者
日
に
激
増
す
る
の
み
な
せ
ず
本
月
に
入
り

て
死
者
続
出
す
る
に
至
り
」
と
し
て
、
君
津
郡
巌
根
村

出
身
の
千
葉
師
範
学
校
生
徒
三
年
生(

十
二
歳)

が
県

立
病
院
に
入
院
し
て
い
た
が
遂
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
を

伝
え
て
い
ま
す
（大
七
・十
一
・五
）。 

さ
ら
に
休
校
し
た
学
校
の
報
道
は
続
き
、
「 

県
下
の

世
界
か
ぜ
は
日
に
日
に
猖
獗
し
其
後
休
校
せ
る
学
校

左
の
如
し
△
君
津
郡 

楢
葉
校(

七
日
よ
り)

▲
神
納
校

(

同)

▲
金
谷
校(

同)

」
（
大
七
・
十
一
・
八
）
。
「 

県
教
育

課
へ
到
着
し
た 

十
一
日
ま
で
の
報
告
」
で
は
、
「 

県
下

小
学
校
に
於
け
る
流
行
性
感
冒
の
状
態
は
未
だ
猖
獗

を
極
め
つ
ゝ
あ
る
が
県
教
育
課
に
て
は
過
半
来
よ
り
各

郡
に
対
し
此
れ
が
詳
細
な
る
回
答
を
徴
せ
し
に
…
其
の

状
況
は
左
の
如
し
◇
君
津
郡 

休
校
は
金
田
、
周
南
、

神
納
の
三
校
に
し
て
罹
病
者
合
計
六
百
三
十
七
名
に

達
せ
り
十
二
日
何
も
複
校
せ
り
」
（
大
七
・
十
一
・
十

一
）
。
さ
ら
に
、
「 

世
界
感
冒
後
聞
」
と
見
出
し
を
打
っ

た
記
事
で
は
、
県
下
小
学
校
四
百
五
十
八
校
中
流
行

性
感
冒
の
爲
め
閉
鎖
せ
る
も
の
百
七
十
九
校
一
部
閉

鎖
十
校
あ
り
又
郡
立
中
等
学
校
十
七
校
中
閉
鎖
十
校

を
算
せ
り
其
後
の
在
学
生
及
患
者
左
の
如
し
」
と
し
て
、

君
津
郡
で
は
一
九
校
が
閉
鎖
（
休
校
）
し
、
在
学
生
徒

七
四
九
一
名
に
対
し
患
者
生
徒
数
は
三
一
七
二
名
と

約
四
割
の
児
童
生
徒
が
罹
患
し
て
い
る
状
況
を
報
告
し

て
い
ま
す
（大
七
・十
二
・十
九
）。 

流
行
性
感
冒
は
中
等
学
校
に
も
拡
大
し
、
「 

各
中

等
学
校
の
欠
席
者
数
、
県
下
中
等
学
校
に
於
て
悪
性

感
冒
の
爲
め
に
欠
席
せ
る
生
徒
左
の
如
し
」と
し
て
、
木

更
津
中
学
校
で
は 

在
校
生
四
〇
一
名
に
対
し
、
欠
席

が
一
二
〇
名
う
ち
罹
病
者
は
一
一
七
名
で
あ
る
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
（
大
七
・
十
一
・
五
）
。
木
中
で
は
、
十
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月
下
旬
に
京
阪
地
方(

五
年)

、
横
須
賀
・
箱
根(

四
年)

、

銚
子
・
筑
波(

三
年)

、
安
房(

二
年)

、
千
葉(

一
年)

の
修

学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
旅
行
先
は
い
ず
れ
も
流

行
性
感
冒
が
拡
大
し
て
い
る
地
域
で
し
た
。
そ
の
た
め

十
一
月
に
な
る
と
流
行
性
感
冒
が
寮
生
に
広
が
り
、

健
康
な
生
徒
三
十
名
は
代
理
保
証
人
宅
か
ら
通
わ
せ

る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。(

『 

木
高
百
年
資
料

篇
』) ま

た
、
「 

君
津
郡
小
櫃
農
学
校
は
八
十
余
名
の
生

徒
中
該
病
に
て
欠
席
す
る
も
の
五
十
名
に
及
び
た
れ

ば
四
日
よ
り
四
日
間
臨
時
休
校
せ
り
」
（
大
七
・
十
一
・

七
）
、
「 

世
界
感
冒
後
聞
」
と
題
し
た
記
事
（
大
七
・
十

二
・十
九
）
で
は
、
県
下
中
学
校
で
閉
鎖
三
校
、
高
等
女

学
校
の
閉
鎖
校
三
校
、
「 

郡
立
中
等
学
校
十
七
校
中

閉
鎖
十
校
を
算
せ
り
」
と
報
じ
て
い
ま
す
が
、
木
更
津

中
学
や
木
更
津
高
女
が
含
ま
れ
る
か
は
不
明
で
す
。 

お
わ
り
に 

内
務
省
衛
生
局
編
『 

流
行
性
感
冒
』
は
、

「 

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
の
流
行
を
三
期
に
分
け

て
い
ま
す
。
こ
の
稿
で
記
し
た
の
は
第
一
期
の
君
津
地
域

で
の
流
行
の
諸
相
で
す
。
第
二
期
以
降
の
流
行
の
諸
相

は
、
ま
た
流
行
性
感
冒
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が

執
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
様
相
は
等
々
、

ま
だ
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
点
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
が
尽
き
た
の
で
、
別
稿

を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  

ト
ピ
ッ
ク
ス 

木
更
津
市
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
人
骨
に

つ
い
て 

―
諏
訪
谷
横
穴
墓
群
出
土
例
を
中
心
と

し
て
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

考
古
部
会 

谷
畑
美
帆 

古
く
か
ら
栄
え
て
い
た
上
総
地
域
に
も
様
々
な
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
中
に
は
か
つ
て
こ
の
地
で

生
活
し
て
い
た
人
々
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
墓
地
も
含
ま

れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
人
骨
が
出
土
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

 

日
本
の
土
は
酸
性
に
傾
い
て
い
る
た
め
、
骨
が
腐
り
や

す
く
、
埋
葬
さ
れ
て
い
た
被
葬
者
（＝
人
骨
）が
完
全
な

状
態
で
出
土
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
木
更
津
市
内
に
あ
る
諏
訪
谷
横
穴
墓
群
か
ら
保

存
状
態
の
良
好
な
人
骨
が
数
体
出
土
し
て
い
ま
す
。 

諏
訪
谷
横
穴
墓
群
の
あ
っ
た
場
所
（木
更
津
市
請
西

字
諏
訪
谷
一
四
九
六
番
地
に
位
置
）は
、
現
在
公
園
な

ど
に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
横
穴
墓
（
よ
こ
あ
な
ぼ
）
が
あ

っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
こ
こ
に
も
と
も
と
あ
っ
た
台
地
の
斜
面
上
に
は
、
八

基
の
横
穴
墓
が
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

お
墓
は
被
葬
者
と
共
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
土
器
な

ど
の
副
葬
品
か
ら
約
一
五
〇
〇
年
前
（
古
墳
時
代
）
に

造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
あ
た
り
は
請
西
遺
跡
群
と
呼
ば
れ
て
い
る
古

墳
時
代
の
お
墓
（
古
墳
や
横
穴
墓
）
が
集
ま
っ
て
い
る
場

所
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
す
。 

横
穴
墓
で
は
、
洞
穴
の
様
に
横
に
穴
を
あ
け
て
、
被 

 

葬
者
を
埋
葬
す
る
空
間
を
造
っ
て
埋
葬
し
ま
す
。
横
穴

墓
の
大
き
さ
は
奥
行
き
五
―
六
ｍ
、
幅
二
ｍ
、
高
さ
二
ｍ

ほ
ど
で
一
人
の
被
葬
者
を
埋
葬
す
る
に
は
少
し
大
き
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

現
在
、
市
史
編
さ
ん
の
仕
事
の
一
つ
と
し
て
、
諏
訪

谷
横
穴
墓
群
に
何
人
く
ら
い
の
人
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る

の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。 

ま
だ
人
骨
の
細
か
な
作
業
を
実
施
し
て
い
る
最
中
で

す
が
、
一
つ
の
横
穴
墓
に
は
、
大
体
四
人
く
ら
い
の
人
た

ち
が
被
葬
者
と
し
て
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。 

た
と
え
ば
、
保
存
状
態
の
良
い
男
性
人
骨
（
二
十
代

諏訪谷横穴墓群付近の現状 
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後
半
～
三
十
代
）
の
場
合
、
身
長
一
六
〇
㎝
弱
。
骨
に

病
気
の
痕
跡
は
あ
ま
り
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
歯

が
悪
か
っ
た
よ
う
で
、
生
き
て
い
る
と
き
に
二
本
抜
け
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
歯
茎
（
は
ぐ
き
）
も
下
が
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
人
物
は
生
前
、
歯
周
病
な
ど
の
歯
の
病
気
と

た
た
か
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

歯
の
病

気
は
古
代

の
社
会
に

お
い
て
は

深
刻
な
も

の
で
す

。

今
の
私
た

ち
で
す
と

歯
医
者
さ

ん
で
治
療

し
て
も
ら

え
ま
す
が
、

こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
の
人

た
ち
は
、
ず
っ
と
死
ぬ
ま
で
歯
の
痛
み
に
耐
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。 

諏
訪
谷
横
穴
墓
群
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
の
は
大
人
ば

か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
六
歳
く
ら
い
の
子
ど
も
が
埋

葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
て
い
ま
す
。
幼
く
し
て

亡
く
な
っ
た
こ
の
子
ど
も
の
骨
か
ら
は
、
病
気
の
痕
跡
を

み
つ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
骨
に
病
気
の
痕

跡
を
残
す
間
も
な
く
、
こ
の
世
を
去
っ
た
と
推
測
さ
れ

ま
す
。 

ま
た
改

め
て
こ
こ

で
言
う
ま

で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、

人
間
の
歯

は
一
本
ず

つ
は
え
て

き
ま
す
。

し
か
し
、

そ
う
で
は

な
く
隣
に
あ
る
歯
と
く
っ
つ
い
て
は
え
て
く
る
歯
（
癒
合

歯(

ゆ
ご
う
し)

）
も
あ
り
ま
す
。
癒
合
歯
の
ほ
と
ん
ど
は

乳
歯
で
す
が
、
こ
こ
で
確
認
で
き
て
い
る
の
は
永
久
歯

（
癒
合
歯
の
出
現
率
は
永
久
歯
で
は
約
〇.

三
％
）
で
し

た
。 こ

の
ほ
か
、
骨
に
は
骨
膜
炎(

こ
つ
ま
く
え
ん)

な
ど
の

炎
症
性
の
所
見
が
残
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
病
気
の
痕
跡
の
ほ
と
ん
ど
は
骨
に
残
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
骨
が
わ
た
し
た
ち
の
体
の
一
〇
％
未
満
に
す
ぎ

な
い
た
め
、
骨
か
ら
す
べ
て
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら

で
す
。
そ
の
た
め
、
さ
き
ほ
ど
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

子
ど
も
の
よ
う
に
死
因
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
感
染
症
に
か
か
っ
て
骨
に
病
気
の
痕
跡
を

残
す
こ
と
な
く
亡
く
な
る
こ
と
は
多
々
あ
っ
た
で
し
ょ

う
。 

い
ま
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
社
会
が

大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま

す
。
感
染
症
は

私
た
ち
に
と
っ

て
い
つ
の
時
代
も

恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。
し
か
し
、
私

た
ち
は
こ
う
し

た
敵
と
こ
れ
ま

で
ず
っ
と
つ
き
あ

っ
て
き
ま
し
た
。
一
五
〇
〇
年
前
の
人
た
ち
も
い
ろ
い
ろ

な
病
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
生
き
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

諏
訪
谷
横
穴
墓
群
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
人
た
ち
は

ど
の
よ
う
な
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
親
子
な
ど

血
縁
関
係
に
あ
っ
た
人
た
ち
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

親
族
関
係
に
つ
い
て
は
、
国
立
科
学
博
物
館
や
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
の
協
力
を
得
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
も
お
願

い
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
を
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
で
き
る
日
も
近
い
で
し
ょ
う
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
お
墓
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
た
人
た
ち
は
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
こ
の
あ
た
り

の
有
力
者
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

諏
訪
谷
横
穴
墓
群
は
、
古
墳
時
代
以
降
も
お
墓
と

し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
中

歯が数本抜けてしまっている。歯のすり減り 
（＝咬耗：こうもう）も激しい。 

癒合歯。隣り合った歯が癒合している。 

骨膜炎の所見が観察される下肢（かし）骨 
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世
の
古
銭
（
十
二
～
十
四
世
紀
）
と
共
に
埋
葬
さ
れ
て

い
る
被
葬
者
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

木
更
津
市
内
で
は
こ
の
他
、
古
墳
時
代
以
降
に
相
当

す
る
火
葬
さ
れ
た
人
骨
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
今
後
、

木
更
津
市
が
刊
行
す
る
発
掘
調
査
報
告
書
に
そ
の
一

部
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
の
研
究
進
展
を
ご

期
待
く
だ
さ
い
。 

参
考
文
献 

當
眞
嗣
史
「 

請
西
古
墳
群
」
『 
千
葉
県
の
歴
史
』
資
料

編 

考
古
２
（
弥
生
・
古
墳
）
（
二
〇
〇
三
）
ｐ
五
七
八
―

五
八
一
（
財
）
千
葉
県
史
料
研
究
財
団 

 

實
川
理
『 

請
西
遺
跡
群
１
』
（
一
九
九
一
）
（
財
）
君
津

郡
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

谷
畑
美
帆
『 

鈴
鳴
り
の
か
な
た
で
』(

二
〇
二
一
年
出

版
予
定) 

 

木
更
津
市
の
自
然 

南
方
系
昆
虫
の
定
着 

自
然
部
会 

成
田
篤
彦 

 

近
年
、
南
方
系
チ
ョ
ウ
の
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
、
ム
ラ
サ
キ

ツ
バ
メ
、
テ
ン
グ
チ
ョ
ウ
、
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
、
ア
カ
ボ
シ

ゴ
マ
ダ
ラ
、
ク
ロ
コ
ノ
マ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
市
内
に
新
し
く
定

着
し
ま
し
た
（
相
澤
二
〇
一
九
）
。
そ
れ
以
外
に
、
ク
マ

ゼ
ミ
、
ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ヨ
コ
ヅ
ナ
サ
シ
ガ
メ
な
ど

の
南
方
系
昆
虫
が
棲
み
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
ナ
ガ

サ
キ
ア
ゲ
ハ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ
、
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
、
ク

マ
ゼ
ミ
、
ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
に
つ
い
て
市
内
侵
入
の
経

過
や
生
息
状
況
な
ど
を
述
べ
ま
す
。
木
更
津
市
立
図

書
館
に
は
文
献
調
査
で
、
伊
藤
文
子
氏
に
は
幼
虫
同

定
で
、
相
澤
敬
吾
氏
に
は
査
読
で
お
世
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
深
く
感
謝
し
ま
す
。 

ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ 

本
種
は
房
総
で
は
モ
ン
キ
ア
ゲ
ハ

と
並
ぶ
最
大
級
ア
ゲ
ハ
類
で
後
翅
（
う
し
ろ
ば
ね
）
に
尾

状
突
起
が
な
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
幼
虫
は
ミ
カ
ン
な

ど
の
柑
橘
類
を
食
べ
ま
す
。
若
い
幼
虫
は
緑
色
を
帯
び
、

鳥
の
白
い
糞
に
似
て
い
ま
す
。
成
長
し
た
幼
虫
は
体
長

約
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
さ
な
ぎ
で
越
冬
し
ま

す
。
本
種
は
一
九
四
〇
年
代
に
は
九
州
と
四
国
ま
で

分
布
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
近
畿
地
方
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
南
関
東
各
地
で
見
つ
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た(

倉
西
二
〇
〇
八)

。 

南
方
系
の
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
が
北
の
地
域
に
棲
み
つ

く
に
は
さ
な
ぎ
が
冬
の
寒
さ
に
耐
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

大
阪
の
研
究
で
、
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
の
越
冬
さ
な
ぎ
が

半
数
生
存
す
る
気
象
条
件
は
冬
期
の
最
低
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
三･

四
℃
以
上
、
冬
日
（
〇
℃
度
を
下
回
る
日
）

が
五
二
日
以
下
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
市
北
部

の
低
地
で
は
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
冬
期
の
最
低

気
温
の
平
均
は
マ
イ
ナ
ス
五
・四
℃
。
冬
日
の
平
均
日
数

五
四
日
で
し
た
。
し
か
し
、
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
が
定
着
し

た
一
九
九
〇
年
代
は
、
冬
期
の
最
低
気
温
の
平
均
は
マ

イ
ナ
ス
三･

三
℃
、
冬
日
の
平
均
日
数
は
二
六
日
で
し
た
。

ま
た
、
元
々
分
布
し
て
い
た
奄
美
大
島
産
の
さ
な
ぎ
が
、

野
外
実
験
で
近
畿
地
方
で
も
越
冬
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

休
眠
や
耐
寒
性
の
生
理
的
な
性
質
の
変
化
を
と
も
な

わ
ず
に
北
へ
分
布
を
広
げ
て
き
た
と
推
測
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
種
が
近
畿
地
方
で
越
冬
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
休
眠
性
や
耐
寒
性
の
強
化
で
は

な
く
、
冬
季
の
気
候
温
暖
化
に
よ
る
も
の
と
結
論
さ
れ

て
い
ま
す
（
倉
西
二
〇
〇
八
、
吉
尾
・石
井
二
〇
一
〇
）
。 

本
種
の
さ
な
ぎ
の
耐
寒
性
の
生
理
的
性
質
が
房
総

に
北
上
し
て
き
て
も
変
化
が
な
い
と
仮
定
し
て
、
木
更

津
市
の
一
九
八
〇
年
代
の
最
低
気
温
の
平
均
は
約
マ
イ

ナ
ス
五･

五
℃
、
冬
日
は
三
九
日
で
、
こ
の
年
代
に
木
更

写真１ ナガサキアゲハのメス  後翅
に突起がない。ツツジの花の蜜を吸う。 
2009.5.9 伊豆島 

写真２ ナガサキア
ゲハの幼虫 
2006.10.20 中尾 

写真３ ナガサキア
ゲハの越冬サナギ 
2006.10.19 中尾 
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津
市
に
侵
入
し
た
と
し
て
も
冬
を
越
せ
な
い
気
象
条
件

で
す
。
一
九
九
〇
年
代
で
は
平
均
最
低
気
温
は
マ
イ
ナ

ス
三
・
七
℃
、
冬
日
は
約
二
六
日
で
、
こ
の
条
件
で
は
山

に
囲
ま
れ
た
陽
だ
ま
り
な
ど
、
場
所
に
よ
っ
て
は
越
冬

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る

と
最
低
気
温
の
平
均
が
マ
イ
ナ
ス
二
・
五
℃
、
冬
日
は
一

九
日
で
、
越
冬
で
き
る
気
象
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

県
内
で
は
一
九
七
五
年
に
船
橋
市
で
一
例
、
二
〇

〇
〇
年
に
館
山
市
、
二
〇
〇
一
年
に
南
房
総
市
、
君

津
市
、
富
津
市
、
二
〇
〇
四
年
に
木
更
津
市
で
確
認

さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
に
市
内
で
幼
虫
、
越
冬
さ
な
ぎ
も

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
木
更
津
市
の
温
暖
（暖
冬
）
化
の
状

況
と
本
種
が
市
内
に
定
着
し
た
年
代
が
ほ
ぼ
一
致
し

ま
す
。
以
前
か
ら
、
夏
ミ
カ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
が
栽
培

さ
れ
て
い
た
の
が
侵
入
、
定
着
に
役
立
ち
、
庭
木
へ
の
栽

培
拡
大
も
後
押
し
し
て
、
今
で
は
、
市
街
地
、
農
耕
地
、

社
寺
林
な
ど
、
市
内
で
広
範
囲
に
生
息
し
て
い
ま
す
。 

 

ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ 

ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ
は
体
長
約
四
〇

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
類
で
、
ム
ラ
サ
キ
シ
ジ
ミ

と
酷
似
し
て
い
ま
す
が
、
後
翅
に
突
起
が
あ
り
ま
す
。

一
九
七
二
年
以
前
の
北
限
は
三
重
、
京
都
、
和
歌
山

県
で
し
た
。
房
総
で
は
、
一
九
八
三
年
六
月
に
館
山
市

藤
原
の
南
房
総
パ
ラ
ダ
イ
ス
内
で
オ
ス
二
頭
が
採
集
さ

れ
た
の
が
最
初
で
し
た
。
つ
い
で
、
一
九
九
九
年
に
鴨
川

市
と
袖
ヶ
浦
市
で
、
二
〇
〇
一
年
に
は
ほ
ぼ
県
下
全
域

に
分
布
し
て
い
ま
し
た
（佐
藤
・井
上
二
〇
〇
三
）。
こ
の

こ
と
か
ら
本
種
は
房
総
半
島
南
部
か
ら
侵
入
し
、
世
代

を
繰
り
返
し
て
北
へ
分
布
を
広
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
木
更
津
市
で
は
二
〇
〇
四
年
草
敷
、
二

〇
〇
六
年
中
尾
な
ど
で
確
認
さ
れ
、
現
在
、
食
樹
の
マ

テ
バ
シ
イ
が
あ
る
、
農
耕
地
や
住
宅
地
の
公
園
、
社
寺

林
な
ど
市
全
域
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
房

総
の
分
布
拡
大
の
要
因
の
一
つ
に
マ
テ
バ
シ
イ
が
、
侵
入

前
か
ら
、
広
く
植
栽
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。 

 

さ
て
、
房
総
で
の
発
生
の
い
き
さ
つ
で
す
が
、
東
海
地

方
で
は
一
九
九
八
～
二
〇
〇
〇
年
に
単
発
発
生
記
録

は
あ
り
ま
す
が
、
増
加
・
分
布
拡
大
が
房
総
よ
り
遅
れ

て
い
た
の
で
、
関
東
地
方
の
生
息
を
自
然
分
布
と
す
る

に
は
か
な
り
の
無
理
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
化
に
支
え
ら

れ
た
、
飼
育
個
体
の
逸
出
、
放
チ
ョ
ウ
、
輸
送
機
関
で

運
ば
れ
た
な
ど
の
国
内
帰
化
の
可
能
性
が
高
い
（
高
桑

二
〇
〇
一
）
。
し
か
し
、
昔
か
ら
い
た
と
の
説
（
福
島
一

九
八
四
）も
あ
り
、
そ
の
い
き
さ
つ
は
不
明
で
す
。 

 

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ 

人
為
的
な
放
チ
ョ
ウ
の
結
果
、

大
陸
中
国
産
と
考
え
ら
れ
る
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
（名
義

タ
イ
プ
亜
種
）
が
、
関
東
地
方
で
自
然
繁
殖
し
て
い
ま

す
。
侵
入
年
代
は
一
九
九
五
年
（埼
玉
県
、
一
過
性
）、

一
九
九
八
年
（神
奈
川
県
、
繁
殖
・定
着
）。
二
〇
一
〇

年
以
降
は
関
東
全
域
に
分
布
を
拡
大
し
ま
し
た
。
幼

写真４ ムラサキツバメのメス 後
翅に突起。上がオス。成虫越冬 
2006.1.15 中尾  

写真５ アカボシゴマダラ 後
翅の赤紋が完全な環状でな
く、馬蹄形。中国大陸原産の
外来種。エノキに産卵、幼虫
越冬。 
2014.9.12 長須賀 

写真６ ムラサキツ
バメ幼虫と蜜を求め
て群がるアリ 
2007.9.9 清川 

写真７ ムラサキツ
バメ集団越冬 
2006.12.17 中尾 

写真８ ムラサキツ
バメの食樹、マテバ
シイの垣根 
2006.9.4 清川 

写真９ アカボシゴ
マダラ幼虫 
2017.10.12 矢那 
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虫
は
エ
ノ
キ
を
食
べ
ま
す
。
幼
虫
期
に
エ
ノ
キ
を
利
用
す

る
在
来
チ
ョ
ウ
が
侵
入
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
東
京

都
で
こ
の
チ
ョ
ウ
と
在
来
種
の
ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
が
競
合

し
、
後
者
が
激
減
し
た
と
の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
（
松

井
二
〇
一
〇
）
。
県
内
で
は
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
四

年
に
野
田
市
な
ど
い
く
つ
か
の
北
総
の
記
録
、
館
山
市
、

君
津
市
、
富
津
市
な
ど
の
記
録
が
続
出
し
ま
し
た
。
筆

者
の
調
べ
で
は
、
県
内
で
最
も
早
い
侵
入
は
二
〇
〇
八

年
富
津
岬
で
す
。
こ
の
チ
ョ
ウ
の
神
奈
川
県
初
記
録
地

は
一
九
九
八
年
藤
沢
市
辻
堂
（
月
刊
む
し
編
集
部
二

〇
一
〇
）
で
、
富
津
岬
と
は
海
を
隔
て
、
直
線
距
離
で

約
三
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
。
そ
こ
か
ら
三
浦
半
島

と
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
東
京
湾
を
横
断
し
、
約
十
年

後
に
富
津
岬
へ
侵
入
し
、
房
総
に
分
布
を
拡
大
し
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
陸
路
か
ら
の
侵
入
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
種
は
千
葉
県
の
外
来
生
物

リ
ス
ト
（
影
響
度
・
緊
急
度
Ｃ
ラ
ン
ク
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
（
千
葉
県
希
少
生
物
及
び
外
来
生
物
に
係
る
リ
ス

ト
作
成
委
員
会
二
〇
一
三
）。 

ク
マ
ゼ
ミ 

ク
マ
ゼ
ミ
は
暖
地
性
の
セ
ミ
で
オ
ス
が
七

月
中
旬
～
八
月
中
旬
の
午
前
中
に
主
に
鳴
き
ま
す
。

旧
安
房
郡
鋸
南
町
保
田
で
一
九
五
〇
、
一
九
五
一
年

に
鳴
き
声
、
一
九
七
三
～
一
九
九
七
年
に
富
津
市
西

川
な
ど
で
二
〇
の
鳴
き
声
記
録
が
あ
り
ま
す
（川
名
興

一
九
七
八
）
。
一
九
七
五
年
に
千
葉
県
立
木
更
津
高

校
の
生
徒
約
四
百
名
に
ク
マ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
と
標
本
を

提
示
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
九
六
六
～
一
九
七
五
年
の
十
年
間
で
市
原
市
～
鋸

南
町
ま
で
二
八
の
ク
マ
ゼ
ミ
の
採
集
と
鳴
き
声
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
市
原
市
や
木
更
津
市
か
ら
通
学
す

る
生
徒
が
過
半
数
を
超
え
る
中
で
、
富
津
岬
周
辺
で
多

く
の
記
録
が
あ
り
、
毎
年
聞
く
と
の
回
答
も
あ
り
ま
し

た
が
、
大
部
分
は
単
発
発
生
記
録
で
し
た
（
立
花 

一

九
七
五
）
。
当
時
、
太
平
洋
側
の
分
布
の
東
北
限
は
神

奈
川
県
で
平
塚
市
西
部
と
城
ケ
島
を
結
ん
だ
線
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
（中
尾
一
九
九
〇
）。 

『 

図
説
木
更
津
の
あ
ゆ
み
』
自
然
編
の
調
査
記
録
を

集
約
し
た
結
果
、
木
更
津
市
内
で
も
二
〇
〇
五
年
以

降
、
毎
年
、
複
数
個
体
が
海
岸
沿
い
の
埋
立
地
や
平
野
、

台
地
上
の
公
園
、
学
校
な
ど
の
サ
ク
ラ
並
木
で
鳴
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
旧
馬
来
田
地
区
な
ど
内
陸
部
で

は
鳴
き
声
が
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
の
で
、
海
岸
沿
い
の

温
暖
な
地
域
に
主
に
発
生
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

次
に
、
温
暖
化
と
ク
マ
ゼ
ミ
分
布
の
関
係
を
述
べ
ま

す
。
関
西
の
例
で
は
発
生
可
能
な
地
域
の
温
度
条
件
は

八
月
の
平
均
気
温
が
二
五
・
一
℃
以
上
。
一
月
の
平
均

気
温
が
三
・
〇
℃
以

上
で
す
（
沼
田
・
初
宿

二
〇
〇
七
）。
木
更
津

市
の
一
九
七
八
～
二

〇
一
九
年
の
一
月
と

八
月
の
平
均
気
温

で
、
こ
の
温
度
条
件
を

満
た
さ
な
い
年
が
、
一
九
八
〇
年
代
と
一
九
九
〇
年

代
に
四
回
あ
り
ま
す
。
発
生
可
能
な
温
度
条
件
が
関

西
と
変
化
し
て
い
な
い
と
仮
定
す
る
と
、
ほ
ぼ
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
、
ク
マ
ゼ
ミ
が
す
め
る
温
暖
な
気
候
に

達
し
て
い
た
と
言
え
そ
う
で
す
（
気
象
庁
各
種
デ
ー
タ

資
料
木
更
津
市
詳
細
気
温
月
ご
と
）
。
環
境
庁
の
一
九

九
五
年
の
ク
マ
ゼ
ミ
の
調
査
で
は
、
千
葉
県
で
は
房
総
丘

陵
地
を
除
い
て
平
野
や
台
地
全
域
が
、
ク
マ
ゼ
ミ
の
生

息
で
き
る
温
度
条
件
に
達
し
て
い
る
が
、
ま
だ
、
た
ど
り

つ
い
て
い
な
い
地
域
が
多
い
と
さ
れ
ま
し
た
（
沼
田
・
初

宿
二
〇
〇
七
）
。
木
更
津
市
や
富
津
市
の
平
地
な
ど
で

は
一
九
七
〇
年
代
に
は
棲
み
つ
け
る
温
度
条
件
が
整
い
、

そ
こ
に
、
西
日
本
か
ら
の
植
木
と
共
に
少
数
の
幼
虫
が

運
ば
れ
、
富
津
岬
な
ど
の
海
岸
沿
い
の
平
地
に
定
着
し
、

徐
々
に
分
散
を
続
け
、
市
内
の
温
暖
な
海
沿
い
の
地
域

に
少
し
ず
つ
数
を
増
や
し
て
き
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
野
田
市
、
柏
市
、
千
葉
市

で
鳴
き
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
（倉
西
二

〇
〇
八
）。 

ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ 

体
長
一
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。

写真 10 クマゼミのオス
本州最大のセミ｡サクラ
の樹で鳴く。 
2008.8.10 清川  

写真 11 クマゼミの抜
け殻（左）2011.8.10 神
戸市産 
アブラゼミ（右）木更
津市清川産 
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南
方
系

の
農
業

害
虫
で
、 

九
州
地

方
を
中

心
に
発

生
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
北
方
へ
の
分
布
拡
大
が
進
ん

で
い
ま
す
。
本
種
は
、
成
虫
越
冬
で
極
め
て
食
性
が
広

く
、
イ
ネ
の
斑
点
米
（
出
穂
期
以
降
に 

カ
メ
ム
シ
類
の

成
虫
ま
た
は
幼
虫
が
吸
汁
し
た
あ
と
が
残
っ
た
も
の
）
の

原
因
と
な
る
他
、
ダ
イ
ズ
や
多
く
の
野
菜
類
を
食
害
し

ま
す
。
千
葉
県
で
は
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
に
勝

浦
市
で
発
生
が
初
め
て
確
認
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
南
房

総
地
域
で
継
続
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
虫
は
一
月
の

平
均
気
温
が
五
℃
を
下
回
る
地
域
で
は
越
冬
可
能
性

が
低
下
し
ま
す
が
、
県
内
で
は
南
部
や
沿
岸
部
を
中
心

に
越
冬
可
能
な
地
域
が
連
続
的
に
存
在
し
ま
す
。
平

成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
に
木
更
津
市
の
海
岸
沿
い
で

発
生
し
て
い
ま
す
（
千
葉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
七
）
。
今
回
の
調
査
で
は
小
櫃
堰
付
近
の
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
群
落
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
市
史

研
究
４
号
投
稿
予
定
）
。
ち
な
み
に
、
木
更
津
市
の
こ
こ

十
年
間
の
一
月
の
日
平
均
気
温
は
約
五
・八
℃
で
す
。 

お
わ
り
に 

温
暖
（
暖
冬
）
化
が
原
因
で
多
く
の
南

方
系
昆
虫
が
市
内
に
定
着
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
原
因
が
温
暖
化
と
結
論
づ
け
る
に
は
北

上
し
た
昆
虫
の
休
眠
性
や
耐
寒
性
な
ど
の
生
理
的
変

化
が
と
も
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
植
物
の
移
植
、
食
樹
・食
草
の
栽
培
拡

大
、
放
チ
ョ
ウ
、
輸
送
機
関
に
よ
る
移
動
な
ど
人
為
の

影
響
が
複
雑
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
原

因
究
明
は
難
し
い
。
今
後
も
市
民
の
協
力
を
得
つ
つ
、

市
内
の
自
然
を
丁
寧
に
記
録
し
、
市
民
の
関
心
の
深
い

南
方
系
昆
虫
侵
入
の
経
過
と
原
因
を
探
る
一
助
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

主
な
引
用
・参
考
文
献 

相
澤
敬
吾
「 

木
更
津
市
の
チ
ョ
ウ
」
『 

木
更
津
市
史
研

究
』第
二
号
（二
〇
一
九
）一
三-

二
四
頁 

独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研
究
所
の
侵
入
デ
ー
タ
ベ

ー
ス 

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
（
二
〇
二
〇
年
七
月
三
〇
日
） 

ａ
福
島
努
「 

千
葉
県
館
山
市
で
ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ
を
採

集
」『 

月
刊
む
し
』一
六
六
（一
九
八
四
）：四
五
頁 

ｂ
福
島
努
「 

千
葉
県
館
山
市
で
ム
ラ
サ
キ
ツ
バ
メ
を
採

集
」『 
冬
虫
夏
草
』二
二
（一
九
八
四
）
：八
頁 

平
井
良
明
「 

南
方
系
の
チ
ョ
ウ
二
題
」
『 

冬
虫
夏
草
』

四
〇
（二
〇
〇
一
）：四
五
頁 

月
刊
む
し
編
集
部
「 
関
東
地
方
に
お
け
る
ア
カ
ボ
シ
ゴ

マ
ダ
ラ
の
分
布
状
況
」『 
同
刊
』四
七
五
（二
〇
一
〇
）：

一
五
頁 

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
種
デ
ー
タ
・
資
料
木
更
津 

過
去
の
気
象
デ
ー
タ
検
索
（
二
〇
一
六
年
五
月
一
六

日
） 

川
名
興
「 

ク
マ
ゼ
ミ
（
鳴
き
声
）
の
記
録
」
『 
冬
虫
夏
草
』

一
三
（一
九
七
八
）：一
一
頁 

倉
西
良
一
「 

千
葉
県
内
で
分
布
を
拡
大
す
る
亜
熱
帯

の
昆
虫
」
：
岩
槻
邦
男
・
堂
本
曉
子
『 

温
暖
化
と
生
物

多
様
性
』（二
〇
〇
八
）築
地
書
館
七
八-

九
二
頁 

松
井
安
俊
「ゴ
マ
ダ
ラ
チ
ョ
ウ
への
脅
威
放
蝶
ア
カ
ボ
シ
ゴ

マ
ダ
ラ
問
題
を
憂
慮
す
る
」『 

月
刊
む
し
』四
七
五
（二

〇
一
〇
）：一
七-

二
一
頁 

丸 

諭
「 

千
葉
県
に
お
け
る
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
の
記
録
」

『 

月
刊
む
し
』三
七
〇
（二
〇
〇
一
）
：八
頁 

中
尾
舜
一
『セ
ミ
の
自
然
誌
』（一
九
九
〇
）中
公
新
書 

成
田
篤
彦
「 

房
総
の
草
木
虫
魚
一
九
二
号
ア
カ
ボ
シ

ゴ
マ
ダ
ラ
」『 

千
葉
日
報
』二
〇
一
四
年
十
月
十
九
日 

沼
田
英
治
・初
宿
成
彦
『 

都
会
に
す
む
セ
ミ
た
ち
』（二

〇
〇
七
）海
游
舎 

佐
藤
隆
士
・井
上
大
成
「 

千
葉
県
内
に
お
け
る
ム
ラ
サ

キ
ツ
バ
メ
の
生
息
状
況
に
関
す
る
調
査
２
」
『 

房
総
の

昆
虫
』二
九
（二
〇
〇
三
）：三-

六
頁 

白
木
隆
『 

学
研
日
本
産
チ
ョ
ウ
類
標
準
図
鑑
』
（
二
〇

〇
六
）三
四-

三
五
頁 

学
習
研
究
社 

高
桑
正
敏
「 

亜
熱
帯
性
チ
ョ
ウ
類
２
種
の
関
東
に
お
け

る
発
生
の
謎
（
１
）
」
『 

月
刊
む
し
』
三
六
四
（
二
〇
〇

一
）：一
八-

二
五
頁 

高
桑
正
敏
「 

日
本
の
昆
虫
に
お
け
る
外
来
種
問
題
１
」

『 

月
刊
む
し
』四
九
七
（二
〇
一
二
）
：三
六-

四
〇
頁 

立
花
康
寿
「 

ク
マ
ゼ
ミ
の
研
究
」
『 

千
葉
県
立
木
更
津

高
等
学
校
生
物
部
機
関
紙
年
輪
』
一
三
（
一
九
七

五
）：二
九-

三
六
頁 

千
葉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
「 

千
葉
県
に
お
け

写真 12 ミナミアオカメ
ムシ セイタカアワダチ
ソウの葉上にいた。 
2013.11.3 祇園  
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る
ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
実
態
と
分
布
拡
大
」

（
二
〇
一
七
）
「 

試
験
研
究
成
果
普
及
情
報 

病
害
虫

部
門 
対
象
普
及
」
（二
〇
二
〇
年
七
月
二
九
日
） 

千
葉
県
希
少
生
物
及
び
外
来
生
物
に
係
る
リ
ス
ト
作

成
委
員
会
『 
千
葉
県
の
外
来
生
物
』
（
二
〇
一
三
）
千

葉
県
環
境
生
活
部
自
然
保
護
課
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー 

吉
尾
政
信
・
石
井
実
「 
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ
ハ
の
北
上
を
生

物
季
節
学
的
に
考
察
す
る
」
『 

日
本
生
態
学
誌
』
五
一

（
二
〇
〇
一
）：
一
二
五-

一
三
〇
頁 

吉
尾
政
信
・
石
井
実
「 

気
候
温
暖
化
と
ナ
ガ
サ
キ
ア
ゲ

ハ
の
分
布
拡
大
」
所
収
：
桐
谷
圭
治
・
湯
川
淳
一
『 

地
球

温
暖
化
と
昆
虫
』
（
二
〇
一
〇
）
全
国
農
村
教
育
協
会

五
四-

七
一
頁 

※
訂
正
：『 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』第
四
号
（二

〇
一
九
）
七
頁
本
文
二
段
目
八
行
目 

「 

常
緑
樹
」
を

「 

落
葉
樹
」に
訂
正
（ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
訂
正
済
み
） 

 

市
史
編
集
部
会
の
活
動
報
告 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
昨
年
度
末

か
ら
今
年
度
の
六
月
中
旬
ま
で
の
期
間
、
聞
き
取
り
調

査
や
、
図
書
館
、
博
物
館
等
で
の
調
査
を
取
り
や
め
て

い
ま
し
た
。 

現
在
は
、
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら

資
料
の
収
集
・
調
査
を
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
対
面
式

の
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
実
施
で
き
な
い
状
況
で

す
。 市

史
編
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
木
更
津
の
貴
重
な
歴

史
・文
化
・自
然
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
風
習
や
伝
統
行

事
、
あ
る
い
は
戦
争
の
記
憶
。
そ
の
他
、
皆
さ
ん
の
手
元

に
残
る
古
文
書
や
古
い
町
並
み
の
写
真
、
農
具
、
民
具

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

千
葉
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
高
部
三
〇

号
墳
・三
二
号
墳
出
土
資
料
―
東
国
最
古
級
の
前

方
後
方
墳
― 

請
西
千
束
台
地
区
に
は
、
六
〇
基
以
上
の
古
墳
が

造
ら
れ
た
高
部
古
墳
群
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
第

三
〇
号
墳
・三
二
号
墳
は
、
三
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
関
東
地
方
最
古
級
の
前
方
後
方
墳

で
す
。
古
墳
の
大
き
さ
は
、
三
〇
号
墳
は
全
長
三
三
．

八
メ
ー
ト
ル
、
三
二
号
墳
は
三
一
．
二
メ
ー
ト
ル
あ
り

ま
す
（現
在
、
古
墳
は
あ
り
ま
せ
ん
）。 

平
成
五
年
度
（一
九
九
三
）の
発
掘
調
査
で
、
二
つ
の

古
墳
か
ら
中
国
製
の
青
銅
製
鏡
や
、
剣
、
槍
、
斧
、
釣

針
な
ど
の
鉄
製
品
の
他
に
、
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
壺
形

土
器
、
高
坏
形
土
器
、
手
焙
形(

て
あ
ぶ
り
が
た)

土
器

な
ど
、
古
墳
出
現
期
の
典
型
的
な
特
徴
を
示
す
資
料

が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
品
か
ら
三
二
号
墳
、

三
〇
号
墳
の
順
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
、

三
〇
号
墳

か
ら
出

土

し
た
鏡
は
、

二
神
二
獣

鏡
（
に
し
ん

に
じ
ゅ
う
き

ょ
う
）
で
、

千
葉
県
内

の
出
土
品
で

は
最
古
の
も

の
で
す
。
鏡

の
背
面
に
は
、

「 

東
王
父
」

と
「 

西
王

母
」
の
二
人

の
神
像
と
、

「 

青
龍
」
と

「 

白
虎
」
の

二
匹
の
神
獣
や
銘
文
な
ど
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
銘
文

は
、
「 

□
□
□
□
竟 

好
潔
無
彊 

服
者
賢
奉
敬
良 

子
孫
番
昌
」と
判
読
で
き
ま
す
。 
高部３０・３２号墳出土品 

神像のアップ 神像の右側に白虎、左
側に青龍が描かれています。 

二神二獣鏡 
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ま
た
、
出
土
し
た
土
器
は
伊
勢
湾
岸
な
ど
の
東
海
地

方
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
ま
す
。 

第
三
〇
号
墳
・
三
二
号
墳
の
出
土
品
は
、
古
墳
出
現

期
に
お
け
る
房
総
半
島
へ
の
西
日
本
か
ら
の
影
響
を
示

す
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
令
和
二
年
三
月
一
〇
日
に

千
葉
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

出
土
品
は
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
（
現
在
、
休
館
中
。

令
和
三
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予
定
）
で
保
管
中
で
す
。 

 (

事
務
局) 

お
知
ら
せ 

刊
行
物
の
ご
案
内 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
刊
行
物
を
文
化
課

で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
販
売
の
方
法
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
郵
便
に
て
発
送
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
文
化
課
ま
で
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◎
新
刊
本 

『 

木
更
津
市
史
研
究
』第
三
号
（Ａ
四
版 

本
文
六
八
ペ
ー
ジ
）

五
〇
〇
円 

内
容 

「 

中
世
に
お
け
る
木
更
津
と
本
牧
の
交
流

（
下
）
」
（
盛
本
昌
広
）
「 

江
戸
時
代
に
お
け
る
木
更
津
市
の
教
育
環

境
（
下
）
」
川
﨑
史
彦
）
「 

木
更
津
市
の
バ
ッ
タ
目
」
（
成
田
篤
彦
）
「
木

更
津
市
の
サ
ク
ラ
・見
分
け
方
と
生
育
地
」（木
暮
文
雄
） 

『 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』
平

成
三
十
年
度
版
（
Ａ
四
版 

本
文
一
五
ペ
ー
ジ
）
五
〇
〇
円 

内

容 

「 

戊
辰
戦
争
一
五
〇
年 

脱
藩
大
名
・
林
忠
崇
の
戊
辰
戦
争
」

（實
形
裕
介
） 

◎
既
刊
本 

『 

市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

図
説
木
更
津
の
あ
ゆ

み
』 (

Ａ
四
版 

本
文
二
七
四
ペ
ー
ジ)

二
〇
〇
〇
円 

内
容 

木
更

津
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
写
真
や
図
版
を
多
く
使
っ
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。 

『 

木
更
津
市
史
研
究
』創
刊
号
（Ａ
四
版 

本
文
一
〇
二
ペ
ー

ジ
）
五
〇
〇
円 

内
容 

「 

勤
王
の
歌
人
・
齋
藤
昌
麿
と
安
政
の
大

獄
」（實
形
裕
介
）「 

木
更
津
市
域
への
空
襲
の
実
相
に
迫
る
」（栗
原

克
榮
）
「木
更
津
の
獅
子
ま
き
に
つ
い
て
」
（田
村
勇
）「 

震
災
後
の
希

望
の
学
舎
」
（
渡
邉
義
孝
）
「 

関
東
大
震
災
復
興
か
ら
見
た
金
田
小

学
校
校
舎
」
（髙
木
澄
子
）「 

木
更
津
市
の
陸
生
爬
虫
類
」（成
田
篤

彦
）
「 

東
京
湾
小
櫃
川
河
口
干
潟
の
シ
オ
マ
ネ
キ
に
つ
い
て
」
（
相
澤

敬
吾
）「 

木
更
津
市
の
魚
類 

ハ
ゼ
亜
目
」（田
村
満
） 

『 

木
更
津
市
史
研
究
』第
二
号
（Ａ
四
版 

本
文
一
〇
八
ペ
ー

ジ
）
五
〇
〇
円 

内
容 

「 

中
世
に
お
け
る
木
更
津
と
本
牧
の
交
流

（
上
）
」
（
盛
本
昌
広
）
「 

江
戸
時
代
に
お
け
る
木
更
津
市
の
教
育
環

境
（
上
）
」
川
﨑
史
彦
）
「 

日
露
戦
争
後
の
地
域
社
会
」
（
池
田
順
）

「 

木
更
津
県
に
お
け
る
育
児
救
済
政
策
資
料
か
ら
の
一
考
察
」（駒

早
苗
）「 

浸
透
実
見
池
の
水
質
の
特
徴
と
カ
ワ
ウ
コ
ロ
ニ
ー
が
そ
の
水

質
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
」
（
湯
谷
賢
太
郎
）
「 

木
更
津
市
の
蝶
」

（相
澤
敬
吾
）「 

木
更
津
市
の
汽
水
・
海
水
魚
」
（田
村
満
）
「木
更
津

市
の
両
生
類
」（成
田
篤
彦
） 

『 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』
平

成
二
十
六
～
二
十
八
年
度
版
（
Ａ
四
版 
本
文
九
〇
ペ
ー
ジ
）

五
〇
〇
円 

内
容
「 

盤
洲
干
潟
の
い
き
も
の
た
ち
」
「 
中
世
～
戦
国 

時
代
江
戸
湾
を
め
ぐ
る
武
田
氏 

戦
国
時
代
の
木
更
津
と
真
里
谷

武
田
氏
」
「 

市
史
を
編
さ
ん
す
る
と
い
う
こ
と
」
「 

こ
ん
な
に
身
近

に
宝
が
あ
っ
た
！ 

木
更
津
の
古
民
家
・近
代
建
築
を
た
ず
ね
て
」 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』
平
成

二
十
九
年
度
版
（
Ａ
四
版 

本
文
三
二
ペ
ー
ジ
）
五
〇
〇
円 

 
 

内
容 

「 

暮
ら
し
か
ら
見
つ
け
る
木
更
津
の
文
化
資
源
」 

                       

編
集
後
記 

こ
の
た
び
、
『 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』
第
五

号
を
発
行
し
ま
す
。 

令
和
二
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
世

界
的
に
猛
威
を
ふ
る
い
、
本
年
十
月
下
旬
で
の
感
染

者
数
は
、
全
世
界
で
四
二
五
一
万
人
、
死
者
数
は
一

一
四
万
人
を
超
え
（Ｗ
Ｈ
Ｏ
公
式
情
報
に
よ
る
）
、
未
だ

に
世
界
的
流
行
＝
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。 

歴
史
を
紐
解
け
ば
、
大
正
七(

一
九
一
八)

年
か
ら

九(

一
九
二
〇)

年
に
か
け
て
大
流
行
し
た
人
類
史
上

最
悪
の
感
染
症
の
一
つ
と
さ
れ
る
「 

ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ(

ス
ペ
イ
ン
風
邪)

」
で
は
、
日
本
国
内
だ
け
で
も

罹
患
者
数
は
二
三
八
〇
万
人
超
、
死
者
数
は
三
八
万

人
超
と
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
市
史
編
さ
ん
に
係
る

活
動
も
大
き
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
出

来
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
考
え
、
市
史
編
さ
ん
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（事
務
局
） 


